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はじめに 
シールドプレーナ型ヘッドは, 強い記録磁界強度
と急峻な磁界勾配を有し, 高密度記録用ヘッドとし
て有望である 1)が, 隣接トラックへの漏れ磁界が強
いことが懸念される. ここでは, LLG マイクロマグ
ネティック(LLG)解析により静・動磁界計算を行い, 
ヘッド磁界分布および高周波電流に対する応答を求
めたので報告する.  
計算モデルと計算条件 
Fig.1 に計算モデルを示す. 主磁極先端を幅 20 nm
×厚さ 50 nm, 材料の飽和磁束密度は磁気ヘッドを
24 kG, 軟磁性裏打層(SUL)を 12 kG, 媒体記録層は真
空と仮定した. 異方性はヘッド, SUL ともにクロス
トラック方向に与えた. さらに, SUL は膜厚方向に
1/2 の面で反強磁性結合 (AFC)を考慮したモデルと
考慮しないモデルを設定した. 本モデルでトラック
ピッチを 30 nm と仮定して, 隣接トラックの中心で
漏れ磁界を求めた. なお, 比較に用いた有限要素
(FEM)解析モデルは等方性材料を仮定し（SUL の
AFC は考慮し得ない）, 階段状近似を用い LLG 解析
と同一の構造とした.  
計算結果 
Fig.2 に LLG 解析および FEM 解析により求めた記
録磁界分布を示す. 両者はおおむね一致するが, 
FEM 解析の方が絶対値が大きく, LLG 解析は主磁極
から離れると磁界分布に凹凸が目立ち, 特に SULの
AFC がない場合にこの傾向が顕著である. これは
LLG 解析においては磁界の方向と磁化の向きが一
致しないこと, SUL で AFC により磁化がスタビライ
ズされること, SUL の垂直方向の実効的な透磁率が
低いこと, によると思われる. Fig.3 には高周波記録
電流に対する, 記録磁界と漏れ磁界の時間変化を示
す. 漏れ磁界の立ち上がりが速く見えるが, 全体と
して漏れ磁界と記録磁界の応答速度に差異は見られ
ない. 本ヘッドはコイルがABSに近い構造であるた
め, 主磁極先端およびシールドが磁化され易く, 速
い応答が得られる半面, 漏れ磁界も大きい.  
 
Fig. 1  Planar head model used for FEM and LLG 
calculations. Observation plane: 9.5 nm from ABS. SUL 
thickness = 100 nm and ABS-SUL = 15 nm. 
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Fig. 2 Comparison of static recording field distributions 
for FEM and LLG calculations. MMF = 0.06AT. 
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Fig. 3 Time variations of recording and stray fields. 
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